
別表(2)2021年度入学生

１　教科及び教職に関する科目

法令上の科目 本学における授業科目 必修 選択

音楽学部 音楽学科 全専攻 教科に関する専門的事項に関する科目

音楽科教育法Ⅰ 2

音楽科教育法Ⅱ 2

音楽科教育法Ⅲ 2

音楽科教育法Ⅳ 2

教育原理 2

教職論 2

教育経営論

教育行政学

教育心理 2

特別支援教育概論 1

教育課程概論 2

道徳教育指導論 （2）

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2

教育の方法と技術 2

生徒･進路指導論 2

教育相談概論 2

教育実習Ⅰ 1

教育実習Ⅱ 2

教育実習Ⅲ （2）

教職実践演習（中･高） 2

教職課程管弦楽Ⅰ 2

教職課程管弦楽Ⅱ 2

教職課程吹奏楽Ⅰ 2

教職課程吹奏楽Ⅱ 2

教職特別演習１ 2

教職特別演習２ 2

計 32（4） 12

※（　）内の単位数は中学校教諭一種免許状（音楽）を取得するためには必修とする。

２　教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

法令上の科目 本学における授業科目 必修 選択

音楽学部 音楽学科 声楽専攻 日本国憲法 憲法 2

器楽専攻 健康・スポーツ科学理論

作曲指揮専攻 スポーツ科学実技

英語コミュニケーション1 1

英語コミュニケーション2 1

情報機器の操作 情報メディア 2

計

法令上の科目 本学における授業科目 必修 選択

音楽学部 音楽学科 日本国憲法 憲法 2

健康・スポーツ科学理論

スポーツ科学実技

英語コミュニケーション1 1

英語コミュニケーション2 1

情報機器の操作 メディアリテラシー実習Ⅰ（情報機器の操作2単位を含む） 2

計

法令上の科目 本学における授業科目 必修 選択

音楽学部 音楽学科 日本国憲法 憲法 2

健康・スポーツ科学理論

スポーツ科学実技

アカデミック　プレゼンテーション 1

ディベートとディスカッション 1

情報機器の操作 情報メディア 2

計

法令上の科目 本学における授業科目 必修 選択

音楽学部 音楽学科 日本国憲法 憲法 2

健康・スポーツ科学理論

スポーツ科学実技

英語コミュニケーション1 1

英語コミュニケーション2 1

メディアリテラシーⅠ-Ⅰ（情報機器の操作を含む） 1

メディアリテラシーⅠ-Ⅱ（情報機器の操作を含む） 1

計

３　介護等体験

　　上記の他に中学校教諭一種免許状（音楽）を取得するためには、所定の介護等体験を要する。

　2（1科目選択）

学部・学科等の名称

教科及び教科の指導法に
関する科目

各専攻ごとに別に定める

教育の基礎的理解に関す
る科目

　2（1科目選択）

道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒指
導、教育相談等に関する
科目

教育実践に関する科目

学部・学科等の名称

体育

外国語コミュニケーション

8

学部・学科等の名称

音楽文化教
育専攻

体育 　2（1科目選択）

外国語コミュニケーション

8

学部・学科等の名称

ミュージック・
リベラルアー
ツ専攻 体育 　2（1科目選択）

学部・学科等の名称

吹奏楽アカ
デミー専攻

体育 　2（1科目選択）

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

8

外国語コミュニケーション

8



別表(3)

別表(4)-1

施設拡充費 施設維持費 在籍料

春学期 秋学期 年額 年額 春学期 * 秋学期
休学時のみ
納入(年額)

声楽

器楽

芸術音楽

指揮

音楽教育

音楽文化教育

ミュージック・リ
ベラルアーツ

吹奏楽アカデミー

映画・放送音楽

ポピュラー・
インストゥルメンツ

ソングライティン
グ

ミュージック・メ
ディア

*(　)は付属高等学校からの進学者の場合
備考 休学時の学費返還

別表(4)-2
専攻 コース 施設拡充費 在籍料

声楽

器楽

芸術音楽

指揮

音楽教育

音楽文化教育

ミュージック・リ
ベラルアーツ

吹奏楽アカデミー

映画・放送音楽

ポピュラー・
インストゥルメンツ

ソングライティング

ミュージック・
メディア

備考 休学時の学費返還

　※1)の場合は、下記のとおりとする。

別表(5)

別表(6)

別表(7)

　　〃　　（併願） ３８,０００円

削除

入学検定料 ３８,０００円

邦楽演奏実技（年額） ４０,０００円

教職課程費（２年次以降毎年度徴収） ５０,０００円

　　（授業料50,000円×履修登録単位数＋施設維持費145,000円）×休学期間（月数）/12 を返還し、
　　　在籍料120,000円×休学期間（月数）/12 を納入する。

　　（授業料1,487,000円＋施設維持費145,000円）×休学期間（月数）/12 を返還し、
　　　在籍料120,000円×休学期間（月数）/12 を納入する。

第２副科実技（年額） １００,０００円

　　（授業料1,487,000円＋施設拡充費390,000円＋施設維持費145,000円）×休学期間（月数）/12 を返還し、
　　　在籍料120,000円×休学期間（月数）/12 を納入する。

在学年数が修業期間を超えた学生については以下の表を適用する。

120,000
休学時の
み納入
(年額)

入学金 授業料 施設維持費

作曲指揮

※1）ただし、別表
(4)-1の年額授業料を
超える場合は、別表
(4)-1の授業料を適用
する。

※2）ただし、春学期
のみで卒業見込みの場
合は、72,500円とす
る。作曲指揮

1単位あたり
50,000

145,000（年額）

評価外 X 不合格

専攻 コース 入学金 *

授業料 合計

５９点以下 F 不合格

６０点～６９点 C 合格

単位認定された科目及び
合格と認められた科目の評価

P 合格

７０点～７９点 B 合格

８０点～８９点 A 合格

９０点～１００点 A+ 合格

評語 判定

300,000
（150,000

）

743,500
743,500

390,000

1年次
135,000

2年次より
145,000

1年次
1,568,500
（1,418,5

00）

2年次より
1,278,500

743,500

120,000

作曲指揮

作曲指揮
788,500

788,500

1年次
1,613,500
（1,463,5

00）

2年次より
1,323,500

788,500


